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1  『たべられません』と書かれた 『たべられません』と書かれた
小袋の正体小袋の正体①～乾燥剤～①～乾燥剤～

　お菓子や海苔などの食品には、「たべら
れません」、「Do not eat」と書かれた小
袋が入っています。食品包装の中に入って
いるものなので、子どもが舐めてしまった、
食品と一緒に鍋に入ったのに気付かず調理
してしまったなどのトラブルに遭遇するこ
とがあり、そのときに初めて『これって何
だろう？』、『身体に悪くないのか？』と心
配になります。この「たべられません」と
書かれた小袋は食品の変質や品質劣化を防
ぐ目的で使用されている「乾燥剤」または「脱
酸素剤」です。食品に欠かせない脇役の「乾
燥剤」にフォーカスして解説します。

■乾燥剤とは
　乾燥剤は、吸湿による食品の変質を防ぎ、
商品価値を必要な期間維持する目的で使わ
れています。食品の吸湿で問題になるのは、
①外部から包装フィルムを透過してくる湿

気、②包装内部の空気中の水分です。ま
た、食品にはわずかな水分でも影響を受
けやすくすぐに変質してしまうものもあれ
ば、ある程度の湿度に保てば品質劣化を生
じないものもあります。これらの食品ごと
に最適な条件を考えて、包装フィルムの防
湿性と乾燥剤の種類や量が決まります。乾
燥剤にはいろいろな種類がありますが、食
品用途で使われているのは主にシリカゲル
と生石灰です。

■シリカゲル乾燥剤
　二酸化ケイ素（SiO2）を主成分とした無
色透明のビーズ状の乾燥剤です。見た目は
つるっとしたビーズですが、表面には沢山
の小さな穴が空いた多孔質構造をとってい
ます。このため見かけによらず表面積が極
めて大きく、微細な穴の中に水分子を物理
的に吸着させることで乾燥剤として働きま
す。吸湿速度が速く、吸湿力も大きいので
すが、比較的早く飽和してしまう性質があ
ります。
　青い粒が入ったものもありますが、青い
粒は塩化コバルトで着色したもので、吸湿
することでピンク色に変色し、インジケー
ターの役割を果たしています。
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気をつけよう 暮らしの事故

化学製品ＰＬ相談センター

　シリカゲルは物理的作用で水を抱え込ん
でいるものなので、熱を加えて水分を飛ば
すことで能力を復活させることができま
す。ただし、食品に同包されているシリカ
ゲル乾燥剤は再利用を想定しているもので
はありませんので、再利用はお勧めできま
せん。
　誤食した際の身体への影響については、
化学的に不活性であり、誤って食べたとし
ても吸収されないため中毒症状は見られな
いとされています。中毒性はないとはいえ、
大きさや形状によっては消化管内に停留
し、その部分に影響を及ぼす可能性があり
ます。体調に変化が見られるようであれば、
医師に相談してください。

■生石灰乾燥剤
　 酸 化カルシウムとも呼ばれる生石灰

（CaO）を主成分とした白色顆粒状の乾燥
剤です。空気中の水分子（H2O）と化学反
応を起こすことで湿気を吸収します。こ
の反応は発熱反応で、水酸化カルシウム

（Ca(OH)2）を生成します。
　　CaO ＋ H2O　→　Ca(OH)2
　生石灰乾燥剤は、高湿度環境では比較的
早く、低湿度環境ではゆっくりと反応（吸

湿）する性質があり、長い期間効果が持続
します。また、シリカゲルに比べ安価なこ
ともあり菓子、せんべい、海苔などの乾物
の乾燥剤として広く使われています。
　生石灰乾燥剤は、製品は顆粒状ですが、
水を吸収すると膨張し（体積が 2 ～ 2.5 倍
になる）、顆粒が壊れて細かい粉末状にな
ります。このため、小袋の中身が粉末になっ
ていたら、吸湿が進んで使い終わりである
ことが分かります。
　安全性上注意すべき点は、①生石灰

（CaO）は水に入れると激しく発熱し火
傷などの危険がある、②生石灰（CaO）
と水が反応してできた水酸化カルシウム

（Ca(OH)2）は、強いアルカリ性であり、
直接触れると皮膚刺激性があり、眼に入る
と重篤な損傷を与える可能性があることで
す。幼児や高齢者の誤食には充分注意する
必要があります。
　生石灰乾燥剤は吸湿により化学反応を起
こし、別の物質（水酸化カルシウム）に変化
するので、乾燥剤としての再利用はできま
せん。用途外の使用はしないようにしてく
ださい。


